



























 文部科学省科学技術・学術政策研究所の 2018 年度博士人材追跡調査では、「博士課程在籍
時に経験しておくと役立つこと」と「業務に役立っている博士課程在籍時の経験」の両者に
おいて、“専門分野の異なる研究者との交流”がダントツに多い結果だった。このような交
流の場をより多くもてるよう、今後も活動を展開したいと考えている。 
